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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で横ばいとなりました。
国内企業の7～9月期決算発表が本格化するなか、大幅減益となった建設業や
通期見通しが市場の期待に届かなかった鉄鋼業を中心に売られ、前週末から
10日（水）まで4日連続で下落となりました。また、3万円の大台が意識され、
利益確定の売りが出やすかったことも重荷となりました。4営業日で700円近
く下落していたことから、週末にかけては、値ごろ感が着目され好業績銘柄
などを中心に買いが入り、週間では前週末比で横ばいとなりました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で小幅に下落しました。
週初は、前週末にインフラ投資法案が米下院で可決され、景気の早期回復期
待から幅広い銘柄が買われ、史上最高値を更新しました。その後は、高値警戒
感からくる利益確定売りや、10月の米消費者物価指数を受けた金利上昇を嫌
気した売りが優勢となったものの、週末に金利上昇がやや一服するとハイテク
株式を中心に買い戻され、週間では前週末比で小幅な下落にとどまりました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で上昇しました。
日経平均株価が軟調に推移する場面では、相対的に安全資産とされる債券が
買われる場面もあったものの（利回りは低下）、インフレ懸念の高まりによ
る米国の早期利上げ観測から米長期金利が上昇した流れを受け、国内の金利
も週を通じて上昇基調となりました（価格は下落）。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
米金融当局高官の発言が利上げをけん制するものと受け止められ、週央までは日
米金利差縮小を意識した円買い米ドル売りが進みました。10月の米消費者物価指
数を受けた早期利上げ観測が再び高まると、週末にかけて円売り米ドル買いが進
みました。ユーロはドイツやオランダなどで新型コロナウイルス新規感染者数が
増加傾向にあることが嫌気され、円買いユーロ売りが進みました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の米国株式市場は、高値警戒感から利益確定に押される場面もあったもの
の、米長期金利がやや一服すると週末にハイテク株式を中心に買い戻され、週
間では小幅な下落となりました。
米労働省が公表した10月の消費者物価指数（CPI）の前年同月比は＋6.2％と、
1990年以来およそ31年ぶりの高水準となりました。エネルギー価格の高騰に
加え、人件費の上昇により、足元ではサービス価格も上昇傾向にあることから、
これまでインフレ率は一時的であるとの見方を維持してきた米連邦準備制度理
事会（FRB）の一部の高官らも、警戒感を強めています。国内では10日（水）
に第二次岸田政権が発足しました。岸田氏は「成長のための投資と改革を大胆
に進める」と宣言し、今週中にも数十兆円規模の経済対策案がまとめられる見
込みです。
今週の国内株式市場は、政府による大規模な経済対策の前進期待が相場の支え
となるものの、先週末に企業決算が一巡し、材料難のなか小動きとなりそうで
す。米国株式市場は、今週予定されている小売大手や半導体大手の決算発表で、
好調な業績が期待されるものの、高値警戒感から利益確定売りも出やすいとみ
られ、上値は抑えられそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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【当資料に関する留意点】
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